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国
保

か
しごま

今月の
標語

〈知事賞〉

作品を作った
きっかけ

「脳活性のための作品づくり」と題して行われた手芸の講習では、細やかな仮縫いの作業
や慣れないボンドを使用しての貼り合わせに苦戦する中〝クレープペーパーのバック人形
づくり〟の実技が行われた。そして「ふれあい育み、ふれあい紡いで」をテーマに、折り紙やお
手玉といった身近なものを使ったレクリエーションでは、チームに分かれて色紙集めのじゃ
んけんを行い「勝った、負けた」と会場のあちこちから50人の参加者の弾んだ声が上がって
いました。

徳之島町・伊仙町・天城町
「ふれあいサロン支援者研修会」参加のみなさん
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平成26年第1回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会

保険者のニーズに的確に対応した事業実施に取り組む【特  集】

国
保
か
ご
し
ま

ご飯を食べながら家族みんなで標語の話をして思いつきました。
お父さんとお母さんにいつまでも元気でいて欲しいです。

第27回「健康増進月間」作文・標語募集受賞作品より

パパとママ  けんしんうけて  ぼくあんしん
日置市立鶴丸小学校１年

かとう　ひろとさん



特 集

s p e c i a l  f e a t u r e

基
金
と
国
保
連
合
会
の
役
割
分
担
の
見
直

し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。本

会
と
し
て
は
、今
後
と
も
、国
民
健
康
保
険

制
度
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
の
変
化
に
対
応

で
き
る
組
織
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、保
険
者
の
負
託
に
充
分
応
え
ら
れ
る

よ
う
、よ
り
一
層
の
医
療
費
適
正
化
の
た

め
の
事
業
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。ま
た
、

保
険
者
並
び
に
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
国
保
事
業
及
び
介
護
保
険
事

業
等
の
円
滑
な
運
営
に
向
け
て
さ
ら
に
取

組
み
を
進
め
て
い
く
」と
述
べ
た
。

地
域
住
民
が
安
心
し
て

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る

体
制
の
確
保
を

続
い
て
、来
賓
と
し
て
鹿
児
島
県
保
健

福
祉
部
の
西
井
上
次
長
が「
国
民
健
康
保

険
財
政
の
状
況
に
つい
て
は
、年
齢
構
成
が

高
く
医
療
費
水
準
が
高
い
、低
所
得
者
が

多
く
保
険
料
負
担
が
重
い
な
ど
の
構
造

保
険
者
のニー
ズに
的
確
に

対
応
し
た
事
業
実
施
に
取
り
組
む

平
成
26
年
第
１
回
鹿
児
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会

鹿児島市のマリンパレスかごし
まで２月21日、第１回通常総会が
開かれ、会員総数45人中、委任
状を含む25人が出席した。平成
25年度の予算補正や規程の一
部改正、平成26年度の事業計画
及び歳入歳出予算について審議
され、２の報告事項と20の議決
事項全てが原案どおり可決・承認
された。

諸
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る

組
織
体
制
の
強
化
を
図
る

開
会
に
あ
た
り
本
会
の
本
田
修
一
理

事
長（
志
布
志
市
長
）が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

「
国
に
お
い
て
は
超
高
齢
社
会
、雇
用
基

盤
の
変
化
、社
会
保
障
の
急
速
な
増
大
な

ど
を
背
景
に
、現
役
世
代
も
含
め
た
全
て

の
人
が
、よ
り
受
益
を
実
感
で
き
る
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
を
目
指
し

て
、社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
が
設

置
さ
れ
、そ
の
報
告
書
が
昨
年
８
月
に
ま

と
め
ら
れ
、１２
月
に
は
今
後
の
社
会
保
障

制
度
改
革
の
道
筋
を
示
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

法
が
成
立
し
た
。国
保
の
都
道
府
県
化
に

つい
て
は
、平
成
２７
年
の
通
常
国
会
に
関
連

法
案
を
提
出
し
、平
成
２９
年
ま
で
に
実
施

す
る
と
明
記
し
て
い
る
。一
方
、国
保
連
合

会
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つい
て
は
、昨
年
１０

月
に
政
府
の
規
制
改
革
会
議
の
健
康・医

療
ワ
ー
キ
ン
グ・グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、支
払

「全国知事会と連携しながら必要な対応を行ってい
きたい」とあいさつする県保健福祉部の西井上次長

「医療費適正化のための事業の実施に努めていく」
とあいさつする本会の本田理事長
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的
な
問
題
に
加
え
、高
齢
化
の
進
行
、医

療
技
術
の
進
歩
に
よ
る
医
療
費
の
増
大
な

ど
に
よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、国
に
お
い
て
は
、社
会
保

障
制
度
改
革
の
全
体
像
と
進
め
方
を
明

ら
か
に
し
た「
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
の
確
立
を
図
る
た
め
の
改
革
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」が
昨
年
１２
月
に
成
立
し
、

国
保
の
保
険
者
を
市
町
村
か
ら
都
道
府

県
に
移
行
す
る
こ
と
や
保
険
料
負
担
の
見

直
し
等
が
示
さ
れ
る
な
ど
、国
民
健
康
保

険
制
度
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
つつ
あ

る
。今
後
改
革
が
具
体
化
さ
れ
る
に
当
た

り
、県
と
し
て
は
社
会
経
済
の
変
化
に
対

応
し
た
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の

確
立
に
向
け
、地
方
が
適
切
に
役
割
を
果

た
し
、そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
財
源
等

が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、全
国
知
事

会
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
必
要
な
対
応

を
行
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。各
保

険
者
の
皆
様
に
お
い
て
は
、日
々
、保
険
税

の
収
納
対
策
や
特
定
健
診・特
定
保
健
指

導
を
は
じ
め
と
す
る
、様
々
な
医
療
費
の

適
正
化
な
ど
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、国
民
健
康
保
険
制
度
の

健
全
か
つ
安
定
的
な
運
用
の
た
め
に
、引

き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。終
わ
り
に
各
保
険
者
の
皆
様
と
県
国

保
連
合
会
が
、よ
り
密
接
に
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、国
民
健
康
保
険
が
国
民
皆
保

険
の
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

地
域
住
民
の
方
々
が
安
心
し
て
必
要
な

医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
確
保
を
図
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

全
議
案
を
可
決
・
承
認

続
い
て
、本
田
理
事
長
を
議
長
に
選
出

し
、議
事
録
署
名
者
に
錦
江
町
の
楠
元

忠
洋
町
長
と
宇
検
村
の
元
田
信
有
村
長

を
指
名
し
、議
事
に
入
っ
た
。

専
決
報
告
第
１
号
か
ら
第
２
号
、議
案

第
１
号
か
ら
第
９
号
を
本
会
の
各
課
長

が
説
明
し
、原
案
ど
お
り
可
決・承
認
さ

れ
た
後
、本
会
の
葛
迫
博
信
事
務
局
長

が
議
案
第
10
号
の
平
成
26
年
度
事
業
計

画
に
つい
て
説
明
。「
保
険
者
の
負
託
に
応

え
る
た
め
、審
査
事
務
の
質
の
向
上
を
図

り
、審
査
支
払
機
関
と
し
て
さ
ら
な
る
充

実
と
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
推
進
及

び
、保
健
事
業
の
推
進
に
努
め
、医
療
費

の
適
正
化
等
、保
険
者
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
く
」と
し
、保
険
者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
し
た
事
業
実
施
、環
境
変
化
に
適

切
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
の
研

修
等
の
充
実
、国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ

Ｂ
）シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
生
活
習
慣
病

の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
積
極
的
支
援

等
の
方
針
説
明
を
行
い
、16
項
目
の
重
点

事
項
を
挙
げ
た
。

引
き
続
き
、議
案
第
11
号
か
ら
議
案

第
20
号
ま
で
を
審
議
、い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決・承
認
さ
れ
た
。

事業計画の中で「査定率向上のために審査事務の
質の向上を図る」と説明する本会の葛迫事務局長

事務局の説明に対し、審議する出席者 一般会計歳入歳出予算について説
明する本会の森事務局次長

すべての報告事項・議決事項が可決・承認された通常総会
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● 一般会計 （単位：千円）
歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度
１ 負担金 83,593 85,074 1 会議費 1,130 1,213
2 国庫支出金 11,990 10,707 2 総務費 120,064 114,364
3 国保中央会支出金 1 1 3 事業費 51,339 51,153
4 財産収入 1,635 1,635 4 借入金償還金 1 1
5 繰入金 90,001 85,001 5 積立金 1,635 1,635
6 繰越金 16,000 20,000 6 繰出金 1 1
7 諸収入 5,421 3,662 7 諸支出金 6,985 6,763
8 借入金 1 1 8 予備費 27,487 30,951

歳　　入　　合　　計 208,642 206,081 歳　　出　　合　　計 208,642 206,081

● 診療報酬審査支払特別会計　業務勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 698,951 723,363 1 総務費 512,838 506,915
2 国庫支出金 10,619 8,877 2 審査委員会費 47,251 44,204
3 国保中央会支出金 1 1 3 レセプト電算処理システム特別分担金 32,165 32,300
4 助成事業受入金 163,920 146,747 4 助成事業支出金 163,920 146,747
5 繰入金 6 13,005 5 積立金 3 1,312
6 繰越金 90,000 130,000 6 特別審査負担金 2,840 3,104
7 諸収入 14,304 939 7 借入金償還金 1 1
8 借入金 1 1 8 諸支出金 43,000 34,000

9 予備費 175,784 254,350
歳　　入　　合　　計 977,802 1,022,933 歳　　出　　合　　計 977,802 1,022,933

● 診療報酬審査支払特別会計　国民健康保険診療報酬支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 国民健康保険診療報酬受入金 154,881,388 157,486,664 1 国民健康保険診療報酬支出金 154,881,388 157,486,664
2 借入金 700,000 700,000 2 市町村貸付金 700,000 700,000
3 市町村償還金 700,553 700,863 3 借入金償還金 700,553 700,863
4 繰越金 59,025 54,735 4 繰出金 1 1
5 諸収入 2 2,301 5 予備費 59,026 57,035

歳　　入　　合　　計 156,340,968 158,944,563 歳　　出　　合　　計 156,340,968 158,944,563

● 診療報酬審査支払特別会計　公費負担医療に関する診療報酬支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 公費負担医療受入金 3,743,198 3,841,274 1 公費負担医療支出金 3,743,198 3,841,274
2 繰越金 24,106 7,282 2 予備費 24,108 7,284
3 諸収入 2 2

歳　　入　　合　　計 3,767,306 3,848,558 歳　　出　　合　　計 3,767,306 3,848,558

● 診療報酬審査支払特別会計　出産育児一時金等に関する支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 出産育児一時金等受入金 4,191,223 4,404,721 1 出産育児一時金等支出金 4,191,223 4,404,721
2 借入金 1 1 2 市町村貸付金 1 1
3 市町村償還金 2 2 3 借入金償還金 2 2
4 繰越金 1 1 4 予備費 3 3
5 諸収入 2 2

歳　　入　　合　　計 4,191,229 4,404,727 歳　　出　　合　　計 4,191,229 4,404,727

平成26年２月21日の通常総会において、平成26年度一般会計並びに各会計の予算
が承認されたので公告する。
                                         平成26年２月21日

鹿児島県国民健康保険団体連合会　理事長　本 田   修 一

公  

告

《平成26年度各会計別予算状況》
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特  集 平成26年第１回通常総会

● 後期高齢者医療事業関係業務特別会計　業務勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 624,413 615,072 1 総務費 465,097 612,415
2 国庫支出金 9,040 8,877 2 審査委員会費 64,504 60,610
3 県支出金 1 1 3 特別審査負担金 2,000 1,649
4 繰入金 6 41,689 4 積立金 11,374 31,787
5 諸収入 2 1,144 5 繰出金 35,000 36,000
6 繰越金 100,000 130,000 6 負担金 25,269 24,318
７ 借入金 1 1 7 借入金償還金 1 1

8 諸支出金 1 1
9 予備費 130,217 30,003

歳　　入　　合　　計 733,463 796,784 歳　　出　　合　　計 733,463 796,784

● 後期高齢者医療事業関係業務特別会計　後期高齢者医療診療報酬支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 後期高齢者医療診療報酬受入金 261,958,785 260,697,140 1 後期高齢者医療診療報酬支出金 261,958,785 260,697,140
2 県支出金 1 1 2 予備費 4 4
3 繰越金 1 1
4 諸収入 2 2

歳　　入　　合　　計 261,958,789 260,697,144 歳　　出　　合　　計 261,958,789 260,697,144

● 後期高齢者医療事業関係業務特別会計　公費負担医療に関する診療報酬支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 公費負担医療受入金 1,161,146 1,260,348 1 公費負担医療支出金 1,161,146 1,260,348
2 県支出金 1 1 2 予備費 4 4
3 繰越金 1 1
4 諸収入 2 2

歳　　入　　合　　計 1,161,150 1,260,352 歳　　出　　合　　計 1,161,150 1,260,352

● 国保高齢者医療制度円滑導入基金事業特別会計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 国庫支出金 1 1 1 総務費 12,594 12,043
2 特定資産収入 1 1 2 事業費 2,217,392 2,412,891
3 預託金取崩収入 2,265,060 2,461,844 3 特定資産支出 2 2
4 特定資産運用収入 2 2 4 借入金償還金 2 2
5 借入金 1 1 5 諸支出金 1 1
6 諸収入 3 37 6 繰出金 2 2
7 繰越金 2,000 2,000 7 予備費 37,075 38,945

歳　　入　　合　　計 2,267,068 2,463,886 歳　　出　　合　　計 2,267,068 2,463,886

● 保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 共同事業拠出金 31,705,854 32,134,996 1 総務費 11,501 7,947
2 国庫支出金 25,842 24,451 2 交付金支出金 31,705,854 32,134,996
3 超高額医療費共同事業交付金 148,546 130,337 3 超高額医療費共同事業医療費拠出金 104,953 66,902
4 繰入金 2 2 4 基金積立金 2 2
5 繰越金 1,000 2,000 5 予備費 58,937 81,967
6 諸収入 2 27
7 財産収入 1 1

歳　　入　　合　　計 31,881,247 32,291,814 歳　　出　　合　　計 31,881,247 32,291,814

● 第三者行為損害賠償求償事務共同事業特別会計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 損害賠償受入金 588,453 627,483 1 総務費 22,203 28,689
2 国庫支出金 10 10 2 損害賠償支出金 560,432 597,603
3 繰越金 3,000 4,000 3 予備費 8,830 5,251
4 諸収入 2 50

歳　　入　　合　　計 591,465 631,543 歳　　出　　合　　計 591,465 631,543

● 保険者協議会関係業務特別会計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 負担金 707 686 1 事業費 1,414 1,372
2 国庫支出金 707 686 2 予備費 1 1
3 諸収入 1 1

歳　　入　　合　　計 1,415 1,373 歳　　出　　合　　計 1,415 1,373
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● 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計　業務勘定 （単位：千円）

款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度
1 手数料 57,054 62,936 1 総務費 44,972 68,858
2 国庫支出金 4,582 4,571 2 負担金 9,176 8,769
3 繰越金 3,000 15,000 3 積立金 1 1
4 諸収入 2 60 ４ 予備費 10,489 4,939

歳　　入　　合　　計 64,638 82,567 歳　　出　　合　　計 64,638 82,567

● 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計　特定健康診査・特定保健指導等費用支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 特定健診・特定保健指導等費用受入金 1,241,505 1,071,807 1 特定健診・特定保健指導等費用支出金 1,241,505 1,071,807
2 繰越金 1 1 2 予備費 3 3
3 諸収入 2 2

歳　　入　　合　　計 1,241,508 1,071,810 歳　　出　　合　　計 1,241,508 1,071,810

● 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計　後期高齢者健診等費用支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 後期高齢者健康診査等費用受入金 279,218 302,775 1 後期高齢者健康診査等費用支出金 279,218 302,775
2 繰越金 1 1 2 予備費 3 3
3 諸収入 2 2

歳　　入　　合　　計 279,221 302,778 歳　　出　　合　　計 279,221 302,778

● 介護保険事業関係業務特別会計　業務勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 197,962 196,815 1 総務費 133,418 154,643
2 負担金 3,352 4,261 2 審査委員会費 2,389 2,382
3 国庫支出金 2,000 2,000 3 介護サービス苦情処理委員会費 1,084 1,119
4 県支出金 1 1 4 国保中央会負担金 38,323 35,980
5 国保中央会支出金 869 0 5 主治医意見書料等支出金 78,866 75,288
6 主治医意見書料等受入金 78,866 75,288 6 積立金 3 3
7 財産収入 1 1 7 諸支出金 12,000 15,000
8 繰入金 3 32,665 8 予備費 53,973 61,839
9 繰越金 37,000 35,000
10 諸収入 2 223

歳　　入　　合　　計 320,056 346,254 歳　　出　　合　　計 320,056 346,254

● 介護保険事業関係業務特別会計　介護給付費等支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 介護給付費受入金 148,857,202 144,293,395 1 介護給付費支出金 148,857,202 144,293,395
2 介護予防・日常生活支援総合事業費受入金 260 2,500 2 介護予防・日常生活支援総合事業費支出金 260 2,500
3 借入金 100,000 100,000 3 市町村貸付金 100,000 100,000
4 市町村償還金 100,079 100,123 4 借入金償還金 100,079 100,123
5 繰越金 1,225 1,225 5 予備費 1,227 1,227
6 諸収入 2 2

歳　　入　　合　　計 149,058,768 144,497,245 歳　　出　　合　　計 149,058,768 144,497,245

● 介護保険事業関係業務特別会計　公費負担医療等に関する報酬等支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 公費負担医療等受入金 1,260,399 1,217,255 1 公費負担医療等支出金 1,260,399 1,217,255
2 繰越金 9 9 2 予備費 11 11
3 諸収入 2 2

歳　　入　　合　　計 1,260,410 1,217,266 歳　　出　　合　　計 1,260,410 1,217,266
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特  集

《事業計画》 平成２６年度は16項目を重点事項としてあげ、実施事業の主なものについては以下に抜粋し
て記載。

● 障害者総合支援事業関係業務特別会計　業務勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

１ 手数料 47,158 39,917 1 総務費 23,704 27,760
2 国庫支出金 1 1 2 国保中央会負担金 14,425 11,990
3 県支出金 1 1 3 訪問調査委託料支出金 1 1
4 国保中央会支出金 487 690 4 予備費 11,522 9,929
5 訪問調査委託料受入金 1 1
6 財産収入 1 1
7 繰入金 1 6,026
8 繰越金 2,000 3,000
9 諸収入 2 43

歳　　入　　合　　計 49,652 49,680 歳　　出　　合　　計 49,652 49,680

● 障害者総合支援事業関係業務特別会計　障害介護給付費支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

１ 障害介護給付費受入金 33,156,770 32,084,586 1 障害介護給付費支出金 33,156,770 32,084,586
2 借入金 78,000 78,000 2 市町村貸付金 78,000 78,000
3 市町村償還金 78,062 78,065 3 借入金償還金 78,062 78,065
4 繰越金 1 1 4 予備費 3 3
5 諸収入 2 2

歳　　入　　合　　計 33,312,835 32,240,654 歳　　出　　合　　計 33,312,835 32,240,654

● 障害者総合支援事業関係業務特別会計　障害児給付費支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

１ 障害児給付費受入金 3,209,965 2,038,344 1 障害児給付費支出金 3,209,965 2,038,344
2 繰越金 1 1 2 予備費 3 3
3 諸収入 2 2

歳　　入　　合　　計 3,209,968 2,038,347 歳　　出　　合　　計 3,209,968 2,038,347

● 各会計合計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

歳　　入　　合　　計 652,877,600 648,416,359 歳　　出　　合　　計 652,877,600 648,416,359

◦会務の運営
（１）本会の運営に関する事項
（２）医療保険・介護保険財政の安定化に関する事項
（３）個人情報の保護・情報セキュリティ対策の推進

◦一般事業
（１）業務推進に関する事項
（２）育成指導に関する事項
（３）広報活動に関する事項
（４）調査研究に関する事項

◦診療報酬審査支払事業
（１）審査精度及び査定率の向上
（２）国保総合システム（審査支払系）の円滑な運用及びＩＴ化の推進
（３）研修の充実
（４）保険者のレセプト点検支援

◦介護保険事業
（１）介護給付費等の審査支払業務の推進
（２）介護サービス苦情処理業務の推進
（３）介護給付適正化事業の推進
（４）介護保険業務に係る保険者等の支援
（５）介護・国保・後期高齢者医療の保険料等について年金からの特別徴

収事務の円滑な運用

◦障害者総合支援事業
（１）障害介護給付費の支払業務等の運用
（２）障害者総合支援に係る市町村等への支援

◦保険者事務共同事業による保険者支援
（１）保険者事務電算共同処理事業に関する事項
（２）保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業に関する事項
（３）第三者行為求償事務共同事業に関する事項
（４）広報共同事業に関する事項
（５）レセプト点検事務共同事業に関する事項

◦保健事業による保険者支援
（１）医療費適正化に資するための支援
（２）保険者の特定健診・特定保健指導に関する支援
（３）特定健診・特定保健指導のデータ管理業務
（４）ねたきり防止支援事業「ふれあいサロン」の支援
（５）市町村保健事業への派遣
（６）保健事業推進のための職員・指導者研修等

◦その他事業
（１）国保診療施設への支援
（２）保険者協議会の運営

◦予算の適正な編成や執行

平成26年第１回通常総会
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保健師
ルポ

宮
之
前
　
祥
子

東
串
良
町
　
福
祉
課
　
保
健
師

住
民
に
寄
り
添
っ
た
保
健
事
業
活
動

いつ
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に

健
診
の
リ
ピ
ー
ト
率
を　
　

高
め
る
取
り
組
み

就
職
し
て
か
ら
母
子
保
健
や
老
人
保

健
の
担
当
を
経
て
、平
成
19
年
度
に
は

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
開
始
の
準

備
段
階
か
ら
福
祉
課
国
保
保
健
衛
生

係
の
国
保
部
門
に
配
属
さ
れ
、現
在
は

同
係
の
保
健
衛
生
部
門
に
所
属
し
て
い

ま
す
。こ
の
仕
事
に
従
事
し
、国
保
財
政

の
厳
し
さ
を
知
っ
て
か
ら
は
、住
民
が

健
康
を
保
持
増
進
す
る
こ
と
で
、医
療

費
の
抑
制
に
少
し
で
も
つ
な
が
れ
ば
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

ま
ず
は
特
定
健
診
受
診
率
を
目
標
値
に

近
づ
け
よ
う
！
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。し
か
し
、な
か
な
か
結
果
が
つ
い

て
こ
な
い
の
が
実
情
で
、平
成
24
年
度

受
診
率
は
37
・
２
％
と
、県
平
均
の
40
・

９
％
に
も
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
何
と
か
し
よ
う

と
、平
成
25
年
度
は
係
内
全
員
で
特
定

健
診
未
受
診
者
の
受
診
勧
奨
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。定
期
的
に
係
内
会
議

を
開
き
、他
市
町
村
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、未
受
診
者
の
台
帳
整
備
や
電
話
・

訪
問
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
健
診
を
受
け
る
方
は
、

ほ
ぼ
固
定
化
し
て
い
る
印
象
で
し
た

が
、実
際
に
は
過
去
４
年
間
で
１
回
～
３

回
受
診
の
方
が
68
・
２
％
も
お
り
、半
数

以
上
は
毎
年
受
診
し
て
い
な
い
方
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。受
診
勧
奨

で
は
過
去
４
年
間
で
受
診
し
た
こ
と
の

あ
る
方
を
中
心
に
勧
奨
し
、さ
ら
に
、新

規
受
診
者
の
申
し
込
み
確
保
に
も
奔
走

し
ま
し
た
。新
規
受
診
者
の
受
診
勧
奨

は
電
話
よ
り
も
、直
接
訪
問
の
方
が
住

民
に
話
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、訪
問

に
よ
る
受
診
勧
奨
を
中
心
に
職
員
が
ま

わ
り
ま
し
た
。　

多
く
の
方
に
笑
顔
で
受
診
勧
奨

ま
た
今
年
度
は
、本
町
の
恒
例
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る『
ピ
ー
マ
ン
狩
り
＆
農
業
祭
』

に
お
い
て
、国
保
連
合
会
の
支
援
の
も

と
、特
定
健
診
受
診
促
進
の
た
め
の
チ
ラ

シ
配
布
及
び
健
康
測
定
を
実
施
し
ま
し

た
。ピ
ー
マ
ン
狩
り
は
毎
年
２
０
０
０
人

以
上
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、朝
か
ら
子
ど

も
連
れ
の
参
加
者
で
大
変
賑
わ
い
ま
す
。

農
業
祭
会
場
で
、国
保
保
健
衛
生
係
の
職

員
全
員
で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、特
定
健

診
受
診
勧
奨
の
ぼ
り
旗
を
設
置
す
る
等
、

定期的に行われる係会議

東串良町のゆるキャラ「ルピノンくん」と一緒に特定健診受診勧奨（筆
者右から２番目）
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保健師
ルポ

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
声
を
か
け
ま
し

た
。普
段
は
事
務
仕
事
に
追
わ
れ
、特
定

健
診
の
案
内
を
す
る
機
会
の
な
い
職
員

も
、こ
の
時
は
笑
顔
で
受
診
勧
奨
が
で
き

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。ま
た
、な
か
な
か

健
診
の
申
し
込
み
を
さ
れ
な
い
方
も
、こ

の
よ
う
な
場
が
き
っ
か
け
と
な
り
、そ
の

場
で
健
診
を
申
し
込
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
待
ち
の
姿
勢
で

は
な
く
、赴
く
こ
と
の
重
要
性
を
受
診
勧

奨
で
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

保
健
事
業
活
動
を
通
じ
て
住
民
の

健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い

こ
の
よ
う
に
強
い
意
識
を
持
っ
て
取

り
組
ん
だ
結
果
、現
在
の
受
診
者
数
は

昨
年
度
と
比
べ
、約
80
人
増
加
し
て
お

町花のルーピン

鹿児島ブランド第1号のピーマン

り
、集
団
健
診
の
日
程
が
終
了
し
た
こ

れ
か
ら
は
、さ
ら
に
情
報
提
供
事
業
の

受
診
勧
奨
で
追
い
込
み
を
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
は
来
年
度
以
降
も
係
内

の
連
携
と
協
力
で
、ま
だ
受
診
勧
奨
の

で
き
て
い
な
い
地
区
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

現
在
、肝
属
・
曽
於
地
区
は
国
保
連
合

会
の
広
域
支
援
と
い
う
機
会
を
頂
き
、

平
成
24
年
度
～
25
年
度
の
２
年
間
、医

療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。本
町
は
小
規
模
市
町
村
で
、

医
療
費
分
析
に
も
取
り
組
み
や
す
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、限
ら
れ
た
職
員

数
で
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
る
状
況
で

は
、な
か
な
か
取
り
組
め
る
も
の
で
は

太平洋の黒潮踊る志布志湾の最奥南部に位置する東

串良町は、大隅半島のほぼ中央部、肝属平野の東端にあ

ります。年間を通じ温暖な気候に恵まれた町では、ピー

マンやきゅうりの施設園芸や黒毛和牛をはじめとした

畜産、圃場いっぱいに実る早期水稲などを基幹作物とし

た営農が展開されています。

また、志布志湾に面した柏原

漁港には毎朝、新鮮な魚が水揚

げされ、毎月第4土曜日には町

の物産館で「ぶえん祭り」も開かれています。

東串良町メモ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
肝

属
・
曽
於
地
区
で
一
丸
と
な
り
、医
療
費

適
正
化
に
向
け
て
地
域
の
現
状
を
分
析

し
、健
康
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
保
健

事
業
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
合
同
で

取
り
組
め
、と
て
も
嬉
し
く
、良
い
勉
強

の
場
と
な
り
ま
し
た
。本
町
と
し
て
は

こ
の
取
り
組
み
も
ま
だ
途
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、地
区
診
断
は
こ
れ
か
ら
も
続
い

て
い
く
も
の
で
あ
り
、保
健
事
業
活
動
に

終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。住
民
が
笑
顔

に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、自
分
自
身
が

「
い
つ
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
」こ
れ
か
ら

も
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

精
一
杯
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

肝属郡

東串良町

豊かな自然の中で、町民

1人1人が自分や家族の

健康を意識し、毎日を元

気に働き、いきいきとした

生活を送る。そのための

私の役割は、住民に寄り

添った健康づくりのお手

伝いだと思っています。

「ピーマン狩り＆農業祭」イベントで特定健診受診促進チラシ配り

介護予防事業「いきいき体操」運動前の健康チェック
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市
町
村
の

取
り
組
み

医
療
費
適
正
化
に
向
け
た　

生
活
習
慣
病
対
策
支
援
事
業

開
会
に
あ
た
り
本
会
事
業
課
の
岩
田

正
行
課
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、医
療

費
適
正
化
に
向
け
た
生
活
習
慣
病
対
策

支
援
事
業
の
事
例
発
表
に
入
っ
た
。

鹿
屋
市
健
康
増
進
課
の
和
田
末
子
主

幹
が「
肝
属
・
曽
於
地
域
保
健
連
絡
協
議

会
に
お
け
る
取
組
」と
題
し
て
発
表
し

た
。発
表
で
は
、モ
デ
ル
事
業
の
概
要
と

平
成
24
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、肝

属
・
曽
於
地
域
４
市
５
町
の
特
定
健
診

及
び
特
定
保
健
指
導
の
結
果
、医
療
費

分
析
の
年
度
推
移
の
結
果
を
示
し
た
。

そ
の
中
で
鹿
屋
市
は
特
定
健
診
の
結
果

分
析
か
ら
、糖
尿
病
に
着
目
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
と
話
し
た
。平
成

25
年
度
は
、分
析
し
た
結
果
を
も
と
に

各
市
町
が
、医
療
費
分
析
か
ら
分
か
る

健
康
課
題
・
要
因
を
導
き
出
し
保
健
事

業
の
取
り
組
み
へ
と
つ
な
げ
た
。そ
し
て

事
務
職
と
保
健
師
の
役
割
を
示
し
た
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

今
回
の
支
援
を
通
じ
て
生
活
習
慣
病

対
策
の
レ
ベ
ル
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
と

感
想
が
示
さ
れ
た
。最
後
に「
デ
ー
タ
を

ま
と
め
て
見
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
部

分
も
あ
る
。重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と

も
大
事
だ
が
改
め
て
予
防
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
」

と
ま
と
め
た
。

続
い
て
奄
美
市
国
保
年
金
課
の
平
井

朋
代
主
幹
が「
医
療
費
適
正
化
に
向
け

た
生
活
習
慣
病
対
策
」と
題
し
て
発
表

し
た
。分
析
を
踏
ま
え
た
事
業
展
開
と

し
て
平
成
24
年
度
の
特
定
健
診
受
診
者

の
状
況
か
ら
問
題
点
を
把
握
し
、そ
の

結
果
か
ら
対
策
を
考
え
た
。

ま
ず
未
受
診
者
対
策
で
は
①
受
診
目

標
の
設
定
②
関
心
が
な
い
人
へ
の
対
策

③
治
療
中
の
た
め
受
診
し
な
い
人
へ
の

対
策
④
他
で
健
診
を
受
け
て
い
る
人
へ

の
対
策
の
４
つ
を
挙
げ

た
。次

に
受
診
し
た
方

で
、心
疾
患
・
脳
血
管
疾

患
を
発
症
・
重
症
化
さ

せ
な
い
た
め
に
、分
析
結

果
か
ら
、
高
血
圧
と
高

額
医
療
に
つ
な
が
る
Ｃ

Ｋ
Ｄ
対
策
に
絞
る
こ
と
に
し
、具
体
的
に

は
、受
診
勧
奨
レ
ベ
ル
の
方
に
家
庭
訪
問

を
行
い
医
療
に
つ
な
ぐ
よ
う
に
し
た
。

そ
し
て
、発
症
さ
せ
な
い
た
め
の
対

策
と
し
て
、学
童
期
か
ら
の
生
活
習
慣

病
対
策
が
必
要
と
感
じ
、学
校
関
係
者

に
説
明
し
た
。ま
た
、保
健
指
導
対
象
者

に
対
し
運
動
教
室
を
実
施
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て「
健
診
だ

け
で
は
な
く
保
健
指
導
も
含
め
た
参
加

率
の
向
上
、住
民
の
健
康
意
識
向
上
の

た
め
地
域
づ
く
り
を
念
頭
に
入
れ
た
対

策
が
求
め
ら
れ
る
」と
ま
と
め
た
。

発
表
後
、鹿
児
島
地
域
振
興
局
保
健

福
祉
環
境
部
の
宇
田
英
典
部
長
が
助
言

を
行
っ
た
。「
公
衆
衛
生
を
進
め
る
上
で

基
本
と
な
る
地
域
診
断
を
し
て
、現
状

把
握
を
し
た
う
え
で
課
題
を
抽
出
し
、

そ
の
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
み
ん
な
で
共
有
化
し

て
優
先
順
位
を
作
っ
て
取
り
組
む
プ
ロ

セ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
工
夫
し
て

行
わ
れ
て
い
る
」と
評
価
し
、広
域
支
援

体
制
で
相
互
支
援
し
な
が
ら
取
り
組

ん
だ
特
徴
が
成
果
を
上
げ
て
い
る
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
挙

げ
た
。

食
育
を
通
じ
た
保
健
事
業

午
後
か
ら
は「
食
育
か
ら
医
療
費
適

平
成
25
年
度 

国
保
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
担
当
者
研
修
会

医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

鹿
児
島
市
の
マ
リ
ン
パ
レ
ス
か
ご
し

ま
で
２
月
２０
日
、平
成
２５
年
度
国
保
・
保

健
・
福
祉
・
介
護
担
当
者
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、市
町
村
の
担
当
職
員
約
１
０
０

人
が
出
席
し
た
。

事例発表を行う鹿屋市の和田主幹
（上）と平井主幹（左）それぞれの発表
の特徴的な取り組み３点を助言で挙げ
た宇田部長（左上）
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市
町
村
の

取
り
組
み

正
化
を
考
え
た
保
健
事
業
」と
題
し
て
、

薩
摩
川
内
市
市
民
健
康
課
の
木
塲
麻
衣

子
栄
養
士
が
事
例
発
表
し
た
。

薩
摩
川
内
市
で
は
、健
康
づ
く
り
の

推
進
と
し
て
①
生
涯
を
通
じ
た
市
民
主

体
の
健
康
づ
く
り
②
生
活
習
慣
病
の
予

防
と
早
期
発
見
③
健
康
づ
く
り
推
進
体

制
の
充
実
の
３
本
の
柱
を
掲
げ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、市
民
が
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
、食
に
関
す
る
学
習
機
会
の

提
供
や
学
校
、地
域
で
の
食
生
活
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
で
あ
る
。

そ
し
て
、生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て

食
育
を
す
す
め
る
多
く
の
関
係
者
に
協

力
を
お
願
い
し
、市
全
域
で
食
育
の
推

進
を
図
り
、そ
の
中
で
、医
療
費
適
正
化

の
取
り
組
み
の
一
貫
と
し
て
、健
康
づ

く
り
栄
養
教
室
、食
の
伝
承
塾
、家
庭

料
理
講
習
会
を
食
生
活
改
善
推
進
員
の

ほ
か
関
係
団
体
と
と
も
に
各
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
内
容
で
実
施
し
て

い
る
。

木
塲
栄
養
士
は「
市
民
一
人
ひ
と
り

が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
、着
実
な
継
続
で
医

療
費
適
正
化
を
実
現
で
き
る
と
信
じ

て
、市
民
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が

ら
地
域
づ
く
り
と
し
て
食
育
を
す
す
め

て
い
き
た
い
」と
ま
と
め
た
。

情
報
の
共
有
に
よ
る
健
康
戦
略

「
国
保
・
保
健
・
介
護
を
見
据
え
た
こ

れ
か
ら
の
市
町
村
の
健
康
戦
略
」と
題

し
て
千
葉
大
学
客
員
教
授
医
学
博
士
の

矢
島
鉄
也
氏（
前
厚
生
労
働
省
健
康
局

長
）が「
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
第
１

期
の
成
果
を
活
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
国

が
定
め
る
健
康
日
本
21（
第
二
次
）を
着

実
に
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」と
述

べ
、地
域
住
民
の
健
康
寿
命
を
守
る
た

め
の
健
康
戦
略
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

そ
の
中
で
地
域
診
断
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
の
健
康
課
題
を
明
確
に
し
、何

を
解
決
し
な
い
と
い
け
な
い
か
そ
れ
が

き
ち
ん
と
把
握
で
き
て
い
な
い
と
問
題

の
解
決
に
な
ら
な
い
」と
述
べ
、地
域
住

民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と

話
し
た
。

ま
た
、保
健
師
だ
け
で
な
く
事
務
職

と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
述
べ
、矢
島
氏
は「
特
に
事
務
職
と

情
報
共
有
し
て
も
ら
い
た
い
の
が
、保

健
師
や
管
理
栄
養
士
で
あ
り
、生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
や
、発
症
予
防

を
す
る
こ
と
が
、実
は
事
務
職
が
一
番
気

に
し
て
い
る
保
険
料
や
地
域
住
民
が
払

う
税
金
を
い
か
に
抑
え
る
こ
と
と
同
じ

こ
と
な
の
か
、と
い
う
こ
と
が
情
報
共
有

で
明
ら
か
に
な
る
」と
話
し
、そ
の
た
め

に
は
、健
診
デ
ー
タ
と
レ
セ
プ
ト
を
見

て
、保
健
指
導
の
対
象
者
を
明
確
化
し
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
ど
こ
に
絞
っ
て
い
く
か

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
続
け
た
。

そ
し
て
、健
診
デ
ー
タ
の
数
値
が
悪

い
人
か
ら
優
先
的
に
訪
問
を
し
て
保
健

指
導
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

り
、常
に
新
し
い
科
学
的
根
拠
を
基
に

戦
略
的
に
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防

に
取
り
組
み
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
お
い
て
健

診
・
保
健
指
導
の
成
果
を
評
価
し
、健

診
デ
ー
タ
の
改
善
や
新
規
透
析
導
入
患

者
の
減
少
や
入
院
患
者
の
減
少
な
ど
の

客
観
的
な
数
値
を
基
に
改
善
を
積
み
重

ね
、さ
ら
に
良
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
講
演
し
た
。

「地域づくりとして食育をすすめていきた
い」と話す木塲栄養士

地域住民の健康寿命を守るための健康戦
略について講演する矢島氏
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